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まとめ

 特定小電力無線の電波マーカを試作した．最終試作品は，
高さ800mm，直径150mm，上部ポリカーボネート，下部アルミ．

 電波マーカデータとパッシブマーカデータのマッチングロジック
およびレーン逸脱警報ロジックを開発した．

 以上の二つを組み合わせることで，地吹雪などの視界不良時
にも安全に運転できるシステムを構成できる．

今後の課題

 電波マーカの実用性確保：コスト，耐久性，セキュリティ，十分
な冬季実験．低消費電力化（2年間の連続動作）．

 至近距離マーカ検出センサのロバスト性向上

 ドライバへのレーン前方横ずれ情報の提供方法

 道路インフラ側、車両側の双方へのアピール


